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１. SCOREでの活動目的 

軽量でユニバーサルデザインを実現した樹脂は、低炭素社会実現に対して負の側面を呈してきた。

本申請では樹脂の優れた成形性を向上させながら、総生産量を 50%以上削減するためのキー素

材である再成形性が従来樹脂にくらべ格段に高い形状記憶更新特性樹脂活用のビジネスモデル

を構築する。 

 

２. 総合所見 

顧客ヒアリングと技術シーズの用途探索を積極的に行い、建築用中空断熱材の製造とリサイクル

プロセルも含めた環境負荷の低いビジネスモデルを構築した点を評価する。多様な用途が見込ま

れる技術であり、新たな市場の開拓が見込まれるため、今後の進展に期待する。 
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